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我泯法上物權の移轉を內容

S
す
る
僙
輝
契
約
か
締
結
せ
&
れ
而
し
て
其
法
律
上
の
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カ

$
し
そ
其
物

«
を
移
轉
；ず
る
：の
債
權
債
•務
か
發
生
し
而
し
て
其
債
務
か
雁
行
せ
ら
れ
た
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肩
，
に
於
、
セ

右

の

偾

穡

契

救

か

，解

除

せ

ら

れ

た

る

場
.合
に
は
勤
物
權
は
當
然
原
權
利
考
に
«
歸 

す

;^
や
又
は
當
事

.潘

.間
に
舉
に
！其
物
權
を
返
還
す
る
の

«
權
債
務
を
生
す
る
に
過
き

3
る
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力
前

.丄
R
於
て
述
へ
來
ぅ
だ
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問
題
の
中
心
點
な
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と
す
、此
問
題

'に
關

.し
て
は
從
來
學

m
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め
て
紛
斜
せ
る

も
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E
殺
糾
せ
る
に
至
れ
る
所
以
は
主
と
し
て
此
間
題
か
ニ
個
の
根
本
問
題
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解
決
を
前
提
ど
爲
し
居
る
か
爲
め
な
ぅ
と
云
へ
る
旨
及
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其
ニ
個
の
根
本
問
題
と
云
ふ
は
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辨
濟
の
性
質
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何
年
云
へ
る
問
题
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物
權
契
約
は
有
因
行
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述
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な
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反
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ず
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問
題
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つ
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に
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折
衷
說
と
は
.之
を
約
言
す
れ
は
辦
濟
を
分
て
ニ
種

ビ 全 と 事 乙 と  

爲 く 爲 者 と き  
し 當 す 双 : を は 
一 寒 も 方 得 極  
種 潜 の 又 へ め  
の の な は し て  
辨 辦 ？） 一 即 多  
濟 濟 方 ち 數  
に 意 の 法 ミ  

は 思 辨 律 見  
辨 を 濟 行 る  
濟 _要 意 爲 乙  

意 せ 思 說 と

思
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耍
す
ピ
な
し
他
の
て
種
の
»
濟
に
は
辨
濟
意
思
を
要
せ
す

W
爲
し

1

つ
て
或
る
辦
濟
よ

法
#.
行
爲
に
し
て

.他
の
；辨
濟
は

：

法
律
行
爲
に
あ
ら

>

ど
爲
す
も
の
な

.り
、

即
ち
之
に
依
る
と
き
は
：辨
濟
の
法
律
上
の
性
質
紙
何
ど
云
へ

る

間
題
は
辨
濟
に 

思
を
嚷
ず
る
や
否
や
随
；づ
て
辨
濟
は
法
律
行
爲

S

3
や
否
や
ビ
.云
へ
る
を
以
て
其 

す
も
の
と

^
^

:
.今
余
；は
本

’稿
の
間

®
即
ち
，解
除
の
效
カ
如
何
の
間

®

を
驗
述
す
る
に

.當

b

て
は 

:

辨
濟
の
際
に
行
は

.る

^
所
の
一
物
權
！

K

約

S
僙
權
債
務
と
の
關
係
如
何
を
攻
究
す
る 

な
す
に
過
き
す
故
に
以
下
に
於
て
は
煩
を
避
け
て
生
と
し
て
此
關
係
如
何
の
點
を 

に
止
め
ん

^i

す
。

抑
も
辨
濟
ビ
ば
俊
務
の
本
旨
に
從

a
た
る
赓
行
行
爲
巷
し
く
は
給
#
行
爲
を
爲 

外
な
ら
す
今
此
'耀
行
行
爲
若
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給
被
行
爲
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す
に
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..

き
て
は
，或
は
事
實
行
爲 

.と
あ
り
：或
は
法
律
行
爲
を
爲
す
こ
と
あ

;̂
債
務
の
.辨
濟
ビ
し
て
物
權
を
移
：轉
し
夂 

譲
渡

す
る
，揚

合
k;

は
萁

0
:物
|權
移
轉
行
爲
又
は
債
權
の
讓
渡
.行
爲
換
言
す
れ
は
所 

約
.又
.'は
準
物
權
契
約
_

れ
自
身
は
法
律
行
爲
的
意

.思

.表
示
を
以
て
其
駔
成
分
子
ぐ
し 

に
し
て
此
等
の
行
爲
か
法

#

行
爲
な
办
ビ
爲
す
の
®
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付
き
て
は
從
來
學
者
間
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る
ヒ
個
の
法
律
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爲
的

,意
思
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を
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す
の
外
に
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辨
濟
意
思
な
る
も
の
を
有
し
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し
ぐ
は
之
を
表
一
不
す
る
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:
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問
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述
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な
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*
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♦
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又
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方
の
み
か
之
を
有
し
若
し
く
は
表 

示
す
る
こ
ど
を
要
す
る
や

^
云
へ
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述
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«

@ 

即
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物
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的
法
律
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意
思
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す
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辨
濟
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す
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反
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す
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辨
濟
意
思
の
表
示
を
以
て
其
組
成
分
子
ビ
爲
す
も
の
ビ
な
，る
而
し
て
其
法
#
上
の
效
カ
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物
權
移
轉
ビ
い
ふ
效
カ

W

債
權
消
滅

S

い
ふ
效
カ

S

の
ニ
者
ど
な
る
な

^
,果
し
て
然

h V
J

す 

:れ
は
此
揚
合
ね
は

一.

細
の
獨
立

■
の
物
權
契
約
な
る
も
の
は
存
在
せ
さ
る
こ

^

ど
な
る
な
办
何 

ど
な
れ
は
所
謂

|

個
の
獨
茸
の
物
權
契
約
：な
る
も
の
は
從
來
の
法
學
に
ょ
れ
は
ニ
個
の
物
權 

.的
意
思
表
示
の
‘み
を
以
て
其
組
成
分
子

f
爲
し
而
し
て
單
に
物
權
移
赙
ミ
い
ふ
一
個
の
效
カ
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み
を
生
ず
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も
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.に

a外
な
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る
か
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付
き
て
は
後
に
物
權
契
約
.の
性

. 

.

.

.

.
:
.

.

.

.

.

質
を

I&
述
す
：る
に
當

6

て
詳
踰
す
る
こ

W

 

€
せ
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然
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の
法
#
要
件
は
之
を
ニ
個
の
法 

:律
行
爲
ヒ
兒
る
へ

.

か〗

即
ち
債
權

.奢
ど
債
務
者
と
か
一
個
の
物
*
契
約
を
爲
し
而
し
て
其
外 

に
«

務
者
か
辨
濟
行

■爲
と
い
ふ
他
の

一

個
の
單
、獨
行
爲
を
爲
し
た
る
も
の

W

見
る
へ
き
か
而 

!■
し
‘て
此
ニ
個
の
法
律
行
爲
は
各
々
全
く

®
立
せ
る
別
異
の
行
爲
，に
し
て
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何
等
不
可
分 

的
關
係
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全
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せ
_

る
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の
と
見
る
こ
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を
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へ
き
か
今
®
ぅ
に
然
シ
と
す
れ
は
法
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.權
契
約
に
對
し
て
物
權
移
轉
と
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ふ

.任
意
的
法
#
上
の
效
カ
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付
し
而
し
て
辨
濟
行
爲
な 

る
m
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^

R
對
し
セ
債
權
僙
務

0
消
滅
ヒ
云
ふ
任
意
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法
律
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の
效
カ
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付
し
た
る
も
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と
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寄
る
可
ら

3

る
へ
し
果
し
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然
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k

す

れ

は

其
結
果

.如
，何
例
ベ
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攀
に
物
«
契
約
の
み

か
取
消
、さ
れ
た
る
ど
，き
は
.其
物
權
契
約
は
を
然
無
效

ふ

な

る
へ
き
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れ
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も
而
も 

此
場
合
に
於
て
は
辦
濟
行
爲
な
'る
單
獨
行
爲
は
依
然
と
し
て
有
效
に
存
鑛
す
る
も
の
ど
見
さ 

る
可
ら

S

る
へ
し
、，蓋
し

.取
僧
は
此
行
爲
に
ば
毫
末
も
觸
れ
さ
る
か

■故
な
>

果
し
て
然
如
ビ
す 

れ
は
債
權
債
務
は
依
然

€
し
て
：消
滅
の
；儘
に
存
す
る
本
の

ビ
解
.せ
さ
る
可
か
ら
さ
る
に
.至
る 

へ
し
然
れ
ビ
も
此
結
果
は

0

A
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承

|
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す
る
こ
.匕
能
は
，さ
る
へ

•し
㈣

と
な
れ
ば
其
結
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少
く
ヒ
も
我
民

.法
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規
定
に
反
す
る
も
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S云
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3

る
可
ら
さ
る
か
故
な

h
y
w
h
我
民
法
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實
權
憤
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權
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權
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受
領
ず
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意
思
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示
即
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一
の
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意
思
表
示
を
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す
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に
辨
濟
意
思
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：表
承
す
：る
こ

♦
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要
し
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に
反
し
て
債
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單
に
物
權
を
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す
る
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意
思
表
へ
示
を
爲
す
乙
と
を
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.し
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意
.思
の
表
示
は
之
を
爲
す
こ
と
を
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今
此
の
說
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探
る
者
も
亦
第

一
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採
る
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の
と
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し
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等
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上
の
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を
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す
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右
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縣
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濟
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濟
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濟

：は

債

權

の

«

分
な

>
 

VJ.

云
へ
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供
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濟
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や
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濟
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さ
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さ
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濟
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濟
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受
領
す
る
や
否
や
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自
由
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す
と
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云
へ
る
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論
は
办
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し
も
不
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忙
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あ
ら
一
れ
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も
而
名
此
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に
付
.

て
は
大

.
に
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こ
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自
由
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債
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せ
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*
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給
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濟
.と
し
て 

,

受
傲
せ
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；；生
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す
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'否
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自
由
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ふ
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も
此
の
如
き
意
味
に
於
け
る
自
由
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か
受
領
の
義
務
を
負

a

居
：る
場
合
に
於
て
も
亦
之
を
有
す
る
も
の
ビ
云
は

S
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遡
由
如
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云
ふ
に
元
來
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民
法
上
に
於
て
は
債
權
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受
領
の
義
務
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れ

ビ
も

論
者
の
云
ふ
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く
憤
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者
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供
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ら
れ

た
る
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給
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濟
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し
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滯
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憒
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の
自
由
を
有
せ

■さ
る
も
の
と
云
，は

3

る
へ
か
ら

3

る
か
故
な
ぅ
、今
偾
權
者
か
假

y

に
受
領
の 

義
務
を
有
す
る
も
の
と
せ
は
如
何
ビ
い
ふ

•
に
此
場
合
に
於
て
は

.債
權
者
は
法

_

に
よ
ぅ
て

f 

伊
に
强

««
甘
ら
る
；る
も

0

^
す
故
に
債
權
密
か

.受
領
の
義
務
を
有
ず
る

^
}否
ら

3

る
ど
は
單 

R

法

#

に
よ

i

て
直
接

)

に
強
制
せ
ら
る
る
と
間
接
に
强
制
せ
ら
る
る
^
の
相
違
を
生
す
る
に 

過
き
す
是
故
に
僙
，權
者

-̂
法
律
；に；よ
ぅ
て
强
制
せ
ら
る
る
に
至
る
迄
只
單
に
事
實
上
の

0

由 

へ
を
有
す
る

.に
過
き

1す
然
る
に
斯

.の

.如
き
意
味
：に
於
け

■る
事
實
上
：の
自
由
は
債
務
者
も
亦
：之
を 

有
す
る

i

の
と
云

S

る
へ
か
ら
す

.何

^

5
れ
は
債
務
者
も
亦
法
律
に
よ
&
て
强
刺
せ
ら
る 

る
に
至
る
迄
は
辨
濟
を

.爲
す
と
否

.̂
の
事
實
上
の
自
由
を
苞
す
る
こ
ビ
知

%

な
る
か
故
な

& 

是
故

R

法
律

.力
此

lr
の
自
由
の
存
在
を
理
由

ビ
し
て
債
權
者
に
對
し
て
辨
«
意
思
を
要
求
す 

る
も
の

ビ

せ
は
法

#

は
同
一

:
'の
理
曲
に
よ

:!
>
て
倩
務
者
に

®

し
て
も
亦

‘辨
濟
意

.思
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®
求
す 

る
も
の
士
論
結
せ
さ
る
：へ
か
ら
す
然
る
に
論
者
は
債
務
者
に
對
し

V
,

は
法
律
は
辨
濟
意
思
を 

要

求
せ
さ
る
も
の
と
爲
せ
り
是
故
に
此
說
は
之
を
採

る
こ
ビ
を

#
す
、
要
す

る
に

右
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®

^
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於
け
る
自
由
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在
ば
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律
か
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の
み
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辨
濟
意
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へ
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殆
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1

0
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有
す
る
：
ビ
な
る
。
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又
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行
爲

k

見
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濟
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付
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す
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意
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又
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意

思
表
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組
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懷
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こ
ビ
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要
せ
す
堪
に
客
觀
的
に
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在
す
る
こ
ビ
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契
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濟
行
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な
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の
な
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す
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今
此
の
第
三
說
の
理
曲
ビ
す
る
所
は
極
め
て
種
夕
な
る
か
故
に
簡
單
に
之
を
擧
く
る
こ
と 

:を
得

3

れ
と
も
而
も
.論
者
の
所
謂
獨
逸
の
法
典
上
の
根
據
な

る

も
の
は
主
ど
し
て
消

«
的
の 

极
據
.に
し
て

-&
の
«

に
ぁ
る
か
如
し
即
ち
獨
逸
民
法
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特
に
辨
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意
思
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す
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て
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十
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第
一
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猜
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資
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す
る
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濟
意
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す
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辨
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な
き
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僮
務
浪
滅
の
效
果
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生
せ
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む
ど
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云
へ
る
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ぅ
又
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國
に
於
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法
典
上
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根
據
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治
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濟
意
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辨
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充
當
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規
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3
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根
據
と
し
法
律
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辨
濟
意
思
な
き

も

尙
ほ 

能
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務
消
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果
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せ
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む

る

旨
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張
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尙
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に
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律
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又
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濟
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關
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濟
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の
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味
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給
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意
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右
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な
れ
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文
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涉
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の
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ぁ
る

?: 

以
て
煩
を
避
け
て
之
に

#

及
せ
す
今
我
國
の
論
者
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擧
く
る

'所
の
右
の
根
據
な
る
も
の
は
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し
て
正
當
な
う
や
否
や
即
ち
論
考
は
，一
ネ
に
於
て
は
辨
濟
充

.當
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場
合
に
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法
律
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辨
濟
意 

思
を
要
求
す
る
こ
ビ
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し
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故
に
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轉

^
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般
に
辨
濟
に
は
辨
濟
意
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す
る
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又
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定
の
僙
務
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の
而
に
關
係
の

#
:す
る
こ

.と
，を
必

"要

^
,す
れ
と
も
％

も
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s 

係
：は
必
ず
し
も
當
事
奢
の

.章
思
表
示
，に
ょ

P

て
指
定
せ
ら
る
る
こ
ビ
を
要
せ
す
法
律
の
規
定

.
 

に
ょ
う
て
指
定
ゼ
ら
る
る
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ヒ
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ぐ
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論

^

ミ
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し

て

：
亦

辨

濟

兜

當
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规
 

.定

：
を

引

用

せ
}

然
れ
ミ
も
此
；等
の
主
張
は
全
然
不
當
な
う
す
云
は

さ

る
可
か
ら
す
今
其
®
由 

炎
何

,̂
一
 K

ふ
に
元

.來
'辨
濟
其
へ
れ
自
身
ヒ
辨
濟
の
充
當
と
は
，全
く
別
異
の
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念
に
屬
す

.る
か
故
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此
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を
區
別
し
て
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究
す
る
こ
ど
を
嬰
す
：辨
濟
充
.當
の
條
文
は
翠
に
充
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：れ
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身
を
規
定
す
る
の
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：に
し
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辨
濟
意
思
か
辨
ゝ
濟
其
れ
自
身
の
祖
成
分
子
を
爲
す
や
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や

の

間
輝

に
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末
も
觸
る
る
こ
ビ
な
し
何
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債
務
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債
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僙
務
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す
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辨
濟
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得
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す
る
數
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の
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務
を
負
擔
す

.る
場
合
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濟
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す
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こ
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得
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當
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又
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務
者
か
同

一
の
債
權 

紫
に

'對
し
七
同
種
の

_

的」

を
有
す
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に
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と
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も
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の
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ら
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給
付
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數
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の
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務
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る
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濟
の
ぐ
爲
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他
の
事
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條
の
規
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得
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す
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ら
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た
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給
付
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債
務
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對
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る
辨
濟
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さ
れ

^

る
も
の
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る
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又
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の
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に
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る
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な
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か
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條
は
其
文
字
の
上
ょ 

K

V
見
る
も
極
め
て
明
瞭
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；へ
&
是
れ
即
ち
當
事
者
双
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濟
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給
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務
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き
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過
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：當
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法

.律
か
辨
濟
に

：

付

$

«
濟
«

思
を
喪
求
，'す
备
や
否
や
ビ
云
へ

'
る
.問

&

fc
:は
_
 

末
も
關
係
を
、有
す
る
こ

C
な
し
：又
辦
濟
の
充
當
其

0'
も
へ
の
は
給
付
ミ

‘債
.務V

J

の
關
係
を
指
定 

.
す
る
の

®

責
を
有
す

''
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岑
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は
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銜
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付
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濟
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す
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濟
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意
思
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を
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當
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さ
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